
とっとり市報（2003.11.15）5

次
世
代
に
伝
え
る
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
ま
す
。

　

旧
岡
崎
邸
、
池
内
邸
を
保
存
す

る
こ
と
は
、
城
下
町
の
情
緒
を
残

し
、
城
下
町
鳥
取
の
情
報
発
信
の

拠
点
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

併
せ
て
、
多
く
の
市
民
に
親
し
ま

れ
、
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

鳥
取
独
自
の
歴
史
・
文
化
を
育
む

と
と
も
に
、
地
域
の
活
性
化
へ
効

果
的
な
役
割
が
期
待
で
き
ま
す
。

市
街
地
の
基
礎
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
城
下
町
と
し
て
の

歴
史
を
今
に
伝
え
る
建
造
物
の
多

く
が
、
昭
和
十
八
年
の
鳥
取
大
震

災
や
昭
和
二
十
七
年
の
鳥
取
大

火
、
そ
し
て
周
辺
の
都
市
化
に
よ

っ
て
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
残

さ
れ
て
い
る
歴
史
的
、
文
化
的
に

貴
重
な
建
造
物
を
保
存
し
、
歴
史

の
ま
ち
鳥
取
市
と
し
て
の
市
民
の

誇
り
、
郷
土
を
大
切
に
す
る
心
を

　

鳥
取
城
を
中
心
と
し
て
城
下
町

が
造
営
さ
れ
た
の
は
、
池
田
光
政

が
因
幡
・
伯
耆
三
十
二
万
石
の
太

守
と
な
っ
た
元
和
三
年
（
一
六
一

七
）
の
こ
と
で
す
。
寛
永
九
年

（
一
六
三
二
）
光
政
と
の
国
替
え

に
よ
り
備
前
か
ら
移
っ
て
き
た
池

田
光
仲
以
後
、
十
二
代
に
わ
た
る

鳥
取
池
田
家
の
時
代
に
、
城
下
町

は
大
き
く
発
展
し
、
現
在
の
中
心

 
旧
岡
崎
邸
、
池
内
邸
の
活
用 

　

鳥
取
市
で
は
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
向
け
て
「
城
下
町
鳥
取
の
再
生
」「
鳥
取
温
泉
の
活
用
」「
都

心
居
住
」
の
三
つ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」
の
見
直
し
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、貴
重
な
武
家
屋
敷
の
姿
を
残
す
「
旧
岡
崎
邸
」
や
江
戸
時
代
か
ら
の
商
家
で
あ
る
「
池

内
邸
」
の
保
存
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
市
と
し
て
も
保
存
に
向
け
て
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
今
年
七
月
、「
鳥
取
市
歴
史
的
建
造
物
活
用
方
策
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
こ
れ
ら
の
貴
重
な

歴
史
的
建
造
物
を
ど
の
よ
う
に
保
存
・
活
用
し
、
城
下
町
鳥
取
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
の
か
に
つ
い

て
検
討
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
委
員
会
は
、
今
ま
で
四
回
検
討
を
行
い
、
十
二
月
に
検

討
内
容
に
つ
い
て
竹
内
市
長
へ
報
告
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、「
旧
岡
崎
邸
」「
池
内
邸
」
の
活
用
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
・
ア
イ
デ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の

　

ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す             

 

〜
城
下
町
鳥
取
の
再
生
を
目
指
し
て
〜
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城
下
町
鳥
取
の

　
　

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て


